平成24年度９月補正予算　　　支出科目　款：警察費　項：警察活動費　目：交通指導取締費
	事業名: 交通安全対策費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　警察本部　交通部　交通企画課　電話番号：058-271-2424（内5021）

　　　　　　　E-mail：c18890@pref.gifu.lg.jp
	事業費


補正要求額：1,625千円
（現計予算額：10,022千円　　補正後予算額：11,647千円）

	要求内容


	１　要求の内容


　  交通死亡事故抑止の重点として「高齢者を中心とした交通死亡事故抑止対策の推進」を掲げ、その主要事業の一つとして高齢者家庭訪問指導を推進しているが、平成24年に入り、高齢者の死亡事故が激増し、6月末現在で昨年同期に比べ倍増するなど危機的状況にある。（6月末の高齢者の死者数　平成23年18人、平成24年38人）

このため、家庭訪問指導事業を更に強化充実させ、指導の効果アップを狙い、指導時に反射材用品を配付・着用指導しその効果を実感してもらうことにより、「自分の身は自分で守る」意識の更なる浸透を図るもの。
	２　所要経費


高齢者家庭訪問指導に要する経費（反射材用品）　　　1,625 千円
	これまでの取組と成果


　　
	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
４　犯罪や暴力、事故のない地域をつくる
・　高齢者の交通事故防止対策を強化する。
	２　これまでの取組状況


· 高齢者の交通事故防止を図るため、次の施策を実施している。
· 高齢運転者実技講習（シルバー・ドライビング・スクール）

· 高齢交通弱者実技講習（シルバー・セーフティ・スクール）

· 高齢者交通安全大学校の開校（県下22カ所）

· 高齢者家庭訪問指導　他

	３　これまでの取組に対する評価


　交通事故死者数を平成27年までに100人以下とする第9次岐阜県交通安全計画の目標に向け、交通事故死者の約半数を占める高齢者の交通事故抑止対策を実施しているところである。これらの施策の成果もあって、死者数は順調に減少し、特に平成23年は死者数102人で前年比マイナス31人と大きく減少した。しかし、全死者に占める高齢者の比率は約半分と相変わらず高い数値を示し、更に、平成24年は年始から高齢者の死亡事故が激増し、6月末現在で昨年同期に比べ倍増するなど危機的状況となっており高齢者に対する交通事故防止対策が課題となっている。
	決定額の考え方


　　他の部局において、同様の事業を実施していることから計上を見送ります。
	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	現計
予算額
	10,022
	3,896
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	6,126

	補正

要求額
	1,625
	631
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	994

	決定額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0


